
．

，
　
　
一

昭；Ri　3　3年2月10日報町占根大第62号（D

，

／

綴

＝ ／＼へ

　　　tt

　　　　　　／
　　　　　　〆

v／／／f’

● ヨ
斐
一
　
三

　　　　　
“i
i
）

t

嚇

冷

第62号
　　発　行　所

大根占町役場
常話大根占1番

　編第報発行人

遊　喜　苦t　次　郎

川刷印

馳児島ll了易居町∫2番sm

南日本新聞付印刷局

　電話2200番

「町民の声」

をつのる
町政への批判、意見、

希望など、卒直な町民

の声をお寄せ下さい。

fレリr氏名を明記し、毎

目25日まで「広報係」

へ送つて下さい。
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じ
で
す
か

医
療
費
貸
付
資
金
ご

世

帯
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資

金

制
度

か
つ
た
け
れ
ど

も
匡
た
く
さ
多
た
s
制
度
が
婁
宅
曇
鶴
ぎ
謹
ぽ
酷
霞
い

〔こ

な皆
つさ
たん
り万
’の
ケ申
ガte
をは
し不
て幸
医に
者も
に閉
か気
るた
とあ
しハ　と

うな
方ら
に長
ぜい
ひ間
川に
用少
しし
てつ
いつ
た返
だせ
利
子
は
年
F
分
と

な
つ
て
い
音

す
o

お
金
が
か
か
り
、
一
部
は
払
つ
た
が
後

う
し
て
も
お
命
が
払
え
そ
う
に
も
な
い

の
で
、
ど
ん
ど
ん
病
気
が
悪
く
な
つ
て

ゆ
く
の
が
わ
か
り
な
が
ら
治
療
か
で
き

ず
に
苦
し
ん
で
い
る
方
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
病
気
は
早
く
診
断
し
て
治
す
こ
と

が
大
切
で
、
も
し
お
金
か
な
い
か
ら
払

え
な
い
と

か
い
う
こ
と
て
手
お
く
れ
に

な
り
ま
ず
と
そ
れ
こ
そ
大
変
て
す
。
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簡
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述
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て
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事
業
を
開
始
し
祝
賀
が
I
月
l
l
三
H
催
さ
れ
改
艮
団
対
職
員
な
ど
一
大
組
の
畝
手
団
が
出
場

豪

た
は
就
聡
す
る

た
め
に

必
要
な
知一

抗
の
祝
賀
相
撲
な
ど
で
盛
品
で
し
た
。
・
そ
の
成
積
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。
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技
三能
≡を
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・に
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　す
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う
1月を前に　一一．

になれましよ
年

虫
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昭
和
＝
一
四
年
1
月
一
目
か
ら
、
私
達
の
H
常
の
い
滅
が
、
す
へ
て
メ
ー
ト
ル
法
ゼ
切
り
ー
6
え

ら

れ
る
こ
と
は
み
な
さ
ん
も
す
て
に
ご
承
知
の
ご
と
と
思
い
ま
す
。
計
量
F
つ
い
て
足
め
た

法
待
「
計
田
法
」
で
は
，
わ
が
国
の
計
昼
単
位
は
す
べ
て
メ
ー
ト
ル
法
ま
た
は
こ
れ
に
埠
か

れ
た
も
の
に
よ
る
と
き
め
ら
れ
、
尺
員
法
や
ヤ
｜
ド
ポ
ノ
ド
法
は
昭
相
三
三
年
二
一
月
一
二

H
ま
で
は
使
用
し
て
さ
し
つ
か
一
ス
な
い
が
、
そ
の
後
は
メ
ー
ト
ル
法
に
よ
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
と

な

つ
て
い
る
か
ら
て
す
。
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⑤
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地
は
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、
和
服
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尺
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学
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習
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法
が
刊
学
の
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究
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工
場
の
仕
小
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一

ひ
ど
く
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然
と
一
②
裁
縫
に
使
わ
れ
る
単
位
た
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で
も
、

し
て
お
り
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尺
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、
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通
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も
あ
る
し
不
一
の
尺
の
四
種
鞠
あ
る
。
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で
も
あ
り
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⑧
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に
み
牙
な
い
損
｝

害
は
、
は
か
り
一

知
れ
な
い
も
の
一

陸
上
、
水
上
は
メ
ー
ト
ル
、
野
球
の
一

場
合
、
グ
ラ
ノ
ド
は
フ
ィ
ー
ト
、
西

ホ
ン
ト
、
相
撲
は
尺
貫
と
い
う
混
乱

ぷ
り
で
あ
る
。

は
役
立
つ
が
日
常
牛
活
で
は
以
ー
の
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知
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な

が
り
習
慣
に
屈
服
し
て
い
ぐ
と
い

う
こ
と
を
く
り
か
ヌ
し
て
い
ま
す
。

こ

の
不
便
と
不
合
仰
を
取
り
除
く
た

ラジォの雑音を
なくしましよう
「不愉快なラジオや鯉線1耐L↑の4¶nを

≡なくしましよう」と電波ぽ瑚局、NHK
一 商業放込、電力会社などて組織されてい

≡る電波沌音対策協議会～ごは二月中に九州

≡全城にわたつて「縄音一掃運動」を行う

．ことになりました。

≡。讐：慧漂籠㌶二鷺；（

≡の小型山気器具や、配也線ワ）忠いところ

・から発生し．1一す。電波法によるとランオ

　の雑凸を発牛する機器⇔り1有する義務が

　あり、防止命令に違反すると間今に処L「

≡られることもあります。

：　対出協議会でば、雑hを出して近所F

≡迷惑をカけている人も、徹けを受けて困
1つている人も、この期間中に近くの電力、

　会iiかラジオ1占、または放山∋に雑昔防
＝ 止を印込むよう呼びか↓うています。

≡　鮪肖防止の経費、⊥坂り付のる器具によ

≡つて適い‘ゴが、大仏10｛〕円から3〔〕0円f、ア

、てあるというこ二とです。

新生活設計の中に

簡易保瞼を
郵政省では、わが国の丁拳やμ］業を発

≡展さして貿易を酪んにし、日本の経済の
・建てなおしに必要な長期資くトを冶横づ1る
：方法として貯蓄をすすめる一方、1月1〔」

’ 日から3月20日までの2カ月間、新生活｛

　設言1簡易ll祁灸新加入運動を行うことピな

　りましソヒ。

　　計画貯蓄を行うことは私達が畑らず知
一 らずの間につもりつもつて貯合の金額が

大きくなり、将来の生活安定に大きな役
　割をはたしています。

　　簡易側倹は掛金がノ」、さく誰もが気楽に

掛けてゆくことができ、私たちの老後の
　安定の々めにも、教育、結婚、L｛三業の準

　備のためにも家庭に必要なf㌦1険です。

　　簡易裸険で将来のたのしい生活を設計
　してゆくごとは目分ノノためにでもあり、

　国の経済のたてなおしにも役立つことゼ
　もなります。

　　加入希望の方は目分の収入に合つた掛
金の簡易｛郷灸に加入しましよう。
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当
日
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各
改
良
団
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耕
作
組
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肉
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お
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三
二
年
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葉
こ
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に
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つ
て
い
才
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搬
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四
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落
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二
九
キ
ロ
、
し
四
、

六
六
五
円
P
し
た
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厚
ケ
順
改
艮
団
A
一

上
之
字
都
、
呂
脇

改
良
団

笹
原
改
艮
団
A
組

写
真
は
、
そ
の
祝
賀
相
撲

C
t
l
L
S
I
i
t
l
l
一
l
e
一
＃
；
t
一
“
1
1
＝
1
1
1
1
1
H
I
一
S
t
一
舗
t
l
↑
l
l
t
l
l
＃
l
一
一
t
一
t
t
l
I
t
l
l
t
l
l
＃
l
t
“
l
t
l
l
t
l
一
t
t
l
二
“
＝
t
工
o

し
い
こ
と
こ
な
く
、
案
外
に
た
や
す
ぐ
一
い
ろ
く
ま
ご
つ
く
よ
う
κ
こ
と
も
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
に
は
計
債
巾
位
を
統
l
し
な
け
れ
ば

手
の
体
重
や
身
長
は
尺
貫
、
亭
闘
は
一
な
ら
な
い
が
、
そ
の
統
一
単
位
と
し
て
ル
法
て
き
め
ら
れ
る
の
で
将
来
1
／
い
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
　
4

が
あ

り
ま
す
・
頁
が
蒙
の
ち
入
れ
で
は
言
亘

①
物
を
買
う
と

き
で

も
、
玉

は
キ
夏
三

　
ム
、
パ
ン
は
i

斤
、
肉
や
旦

は
メ
－
ト
ル
法
が
一
番
す
ぐ
れ
て
い
る

わ
け
で
す
。

　
さ
て
来
4
1
の
一
月
か
ら
は
G
て
の
面

計
ら
れ
、
買
上
げ
か
ら
農
林
省
の
集
一
で
計
量
単
位
は
イ
ト
ル
法
に
統
一
さ

司
ま
で
は
キ
ロ
ク
ラ
ム
、
生
躍
高
の
．
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
み
ん
な
が
早
ぐ

発
表
は
石
、
配
給
は
再
び
キ
ロ
グ
ラ
．
か
ら
こ
れ
に
な
れ
る
こ
と
が
大
切
で
，

ム
、
家
庭
で
使
う
と
き
は
升
や
合
で
現
力
デ
パ
ー
ト
や
一
部
の
業
界
で
す
て

引
ら
れ
る
と
い
う
不
合
珊
な
例
も
あ
一
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
判
か

い
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
プ
o
す
。

い
ろ
ー
＼
な
物
品
の
規
格
も
メ
ー
ト

九
κ
く
メ
ー
ト
ル
法
に
か
わ
る
で
し
よ

う
。
木
材
ロ
ど
の
規
格
も
メ
”
ト
ル
法

で
き
め
る
よ
う
準
備
が
す
＼
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

メ
ー
ト
ル
法
以
外
の
計
い
絹
は
今
後

使
え
な
く
な
り
、
そ
の
型
迅
版
売
も
禁

止
さ
れ
る
乙
と
に
な
つ
て
い
ま
；
v
e

　
全
川
久
施
川

來
川
の
一
月
で
当
分
は

一る
6
し
よ
う
が
、
な
れ
て
し
ま
え
は
便

列
に
な
る
わ
の
手
か
ら
、
今
か
ら
こ

一
の
こ
と
を
頭
に
お
い
て
、
一
日
も
早
く

メ
ー
ト
几
払
が
杵
及
さ
れ
る
よ
う
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
※
註

土
地
や
建
物
の
計
量
は
三
四

年
一
月
以
後
も
当
分
の
間
尺
貫
法
に
よ

る
ご

と
を
認
ら
れ
ま
す
が
，
こ
れ
も
遠

か
ら
ず
全
面
的
に
切
り
か
え
ら
れ
る
も

の
と

み
ら
れ
て
い
よ
す
。

夏
賃
が
製
と
な
星
薯
の
叢
一

　

が
増
す
L
i
と
に
な
り
ま
す
。

今
ま
で
の
出
荷
実
績

第
一
回
（
一
二
月
l
八
日
）

　
四
頭
総
重
撤
二
四
八
キ
ロ

キ
r
r
当
り
価
格

　
最
高
一
八
〇
円
　
最
低
l
六
〇
円

〉
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一
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八
円
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出戸夢川徳
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．
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一
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ニ
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ニ
ニ
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“
一
；
　
　
二
＝
＝
　
c
　
’
　
　
r
＝
’
一
　
　
二
一
1
i
　
i
　
－
1
　
i
t
t
l
l
　
i
t
I
l
＝
　
V
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（
I三
〇
斤
）
以
上
で
な
い
と
価
格
　
戸
帳
ロ
　
ム
ム
ム
ム
ム
ム
　
　
　
　
i
法
は
な
い
よ
う
で
r
。
ひ
ど
い
場
合

　
が
落
ち

る
、
　
　
　
　
　
　
戸
手
質
　
．
」
と
も
の
　
　
　
は
胸
部
に
カ
ラ
シ
戚
布
を
し
た
り
、
ぺ

薦
羅
酬
撫
露
卵
議
三
甥
蓮
講

…し
、
援
の
職
員
蕪
し
ま
す
．
・
れ
・
い
つ
竃
馨
・
、
す
べ
丁
う
に
“
）
’
ビ
タ
ミ
、
ン
剖
こ
と
に
A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
対
症
憤
法
に
よ
る
よ
り
方
法
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D
の
服
用
（肝
油
が
よ
い
）
日
光
浴
、

｝※
出
仙
の
と
き
の
心
得

て蓼匡
頭
八
・
童
”
鷲
刀
礎
詣
翼
賠
翼
つ
。
．
。
に
心
が
け
る
こ
．
が

一
　
（
i
l
l
l
O
斤
）
以
ト
で
あ
る
こ
と
。
な
湯
内
服
や
爵
で
響
え
る
よ
り

2
、
出
荷
希
望
者
は
前
も
つ
て
組
合
に
　
　
　
　
．
．
・
、
　
．
．
　
．
　
。
　
・

申
込
ん
で
お

く
こ
と
・
　
　
一

3
議
嫌
翼

　

［
頭
つ
つ
番
号
が
附
さ
れ
、
と
畜
場

一　
で
肉
質
に
よ
つ
て
ぱ
価
寸
れ
寸
ソ
。
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　私が中学を革業したころ（HH7A4511）　i

私の同級牛のHがNあるビールの出た席‘
で、同じく同級4二Yの父から「大分飲め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
そうたな、1リツトルぐらい飲むか」と1
質問されて面くらつた話がある。Yの父’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
は海軍の大佐であつた。侮軍では昔から1
酒蹴もメートル法てやつていたものであ．

るらしい。　　　　　　　　　　　　　　1

　1メートルは3尺3寸と、私も小学生’

1

》
坦
づ
k

　∵へ…　．～・．・°∨．．4・♂・，．．A⑨．　へ、・．∨・・．

1〈　

時代か・梁中学に入つてか・噛学ll

も物百も化学もみんなメートル法で習つ・）

磯；ぽ摺蒜＝㍑：i
けてあろう・それは日瀞ほ⊂はメートll　
ル法をやつていないからであつた。大部　　：

分の／1活を尺貫法ですましているからで1～
あつた。1メートルは3尺3寸、その千1：：

倍が1キロメートルで、4キロが約1阻i》

である姥と噸の申でその都股飾已i　

㌶完鵜跳ごのでは’いつ！i

呼ζτ晶蕊隻警鷲㌃㌶頸i大火の多い季i
切つ“rcらよかろう。さすれば余計な迷い

を取り去ることができる。

【メートル法への道・第6号から転載】

》見たか、治したか、火

涜と㍍烈．邑叉遅

ノV法簡易換算表
1寸は3．0303センチメー・トノし

1尺は030303メートノし

1間は1．8182メートル

1里は3．9273キロメートノし

1匁は3．75グラム

1斤はo．6キログラム（600グラム）

1貰は3．75キログラム

100匁は375グラム

100グラムは26．667匁
1　ヲ十1ま1．8039リ　ツ　　トノレ　（1803．9cc）

1石は0．18039キロリツトル

トメ

3分3厘

3尺3寸

1センチメートルlcm

m
km

9
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t

ε
酩

ルトメ

キロメートル

ムフ

グラム

グ

ロ

　
　
　
キ
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v
　
v
　
　
　
v
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ル
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ト
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ツ

ト
　
ツ
リ

　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
リ
キ

4・
　
　
4
．
　
噌
■

や
　
い
と
こ
　
に
　
つ
て
お
き
ま
し
よ
う
。

◇

納
税
は
身
の
た
め
、
町
の
た
め
◇
完
納
の
花
は
、
貯
蓄
の
つ
ぼ
み
か
ら
◇
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＝
合
理
的
な
経
営
計
画
で
－

自
作
農
籠
責
金
の
話

昭
和
　
十
年
け
か
ら
P
施
六
れ
て
い
る

制
持
資
合
に
つ
い
て
ぱ
、
本
町
て
も
．

で
ピ
、
二
十
二
件
の
θ
什
を
受
け
て
い
ま

す
。金
額
も
、
い
ま
の
と
こ
ろ
年
々
増
額
△

れ
る
傾
同
に
あ
り
、
入
年
度
も
昨
年
を

上
回
る
も

の
と

予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
貸
金
の
借
人
に
つ
い
ゾ
は
、
今
ま

た
が
、
本
午
か
ら
こ
の
資
C
を
借
人
れ

よ
う
と
す
る
農
家
は
、
農
業
経
辞
安
定

計
画
渋
を
自

分
で
作
成
し
て
貸
付
申
請

を
し
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
、
今

後
引
続
き
必
ず
農
家
百
記
を
己
帳
し
な

け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と

に
な

つ
て
い
」

す
。資
金
を
借
く
れ
、
年
々
の
償
還
が
ス
ム

”
ス
に
な
さ
れ
て
い
て
も
、
農
家
苅
記

償
還
を
し
な
の
れ
ば
な
り
ま
ヨ
J
ん
の
て

希
望
者
の
方
は
こ

の
点
を
允
分
承
知
し

て
お
い
て
ド
さ
い
。

次
に
こ
の
資
合
の
借
入
条
件
な
ど
に
つ

い
て
述
／
、
て
み
ま
？
。

借
ス
合
額
は
最
高
　
l
十
力
円
以
内
、
償

迎
は
元
利
均
舗
－
，
ε
二
十
年
以
内
利
午
は

年
五
分
て
ー
。

Le
に

も
、
s
ろ
～
＼
お
智
じ
ま
し
貸　
付
刻
象
と
し
て
は

一、
11、

の
地
力
て
中
午
以
下
の
醗
家
e

　
あ
り
’
今
梼
麗
業
に
櫓
汲
」
る
農
家

で
あ
る
こ
と
。

二
、
年
聞
の
所
得
額
の
う
ち
、
農
栞
以

外
の
敗
人
が
そ
の
渦
斗
を
占
め
な
い

こ
と
o

　
、
農
家
簿
記
を
完
全
に
記
眠
4
る
農

尿
で
あ
る

こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

を
記
帳
し
て
い
な
い
農
家
は
即
時
枳
上
資
金
の
稲
類
と
し
て
は

一
号
資
金
　
自
作
姐
を
購
入
す
る
た
め

　
の
資
右
で
鰻
地
法
第
　
条
に
な
く
許

可
を
受
け
て
い
る
も
の
。

一
一号
資
金

小
作
地
を

購
人
し
C
自
仏
化
し
よ
う

と
T
る
た
め
の
亘
令
で
一
号
資
岳
同

柱
　
条
の
許
可
を
受
け
　
J
い
る
も
の

三
号
資
金

　
演
産
に
属
す
る
農
地
を
十
地
の
細
分

化
を
防
ぐ
た
め
、
他
の
共
同
相
続
人

没
し
そ
の
復
旧
に
要
す
る
資
金
で
町
一
其
の
他
い
ろ
い
ろ
細
い
制
約
も
あ
り
ま

一
長
の
部

朋
を
嬰
つ
る
。
　
　
　
　
一
す
が
、
く
わ
し
い
こ
と
は
農
業
委
員
会

一
六
号
資
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
j
s
相
訣
し
て
下
さ
S
，
e

「原
ら
パ
量
の
呂
に
よ
星
な
お
・
奔
度
分
の
印
込
み
は
詰
作

一
　
じ

た
負
債
を
整
遡
す
る
た
め
の
n
合
成
の
袖
習
を
、
二
月
卜
旬
ご
ろ
行
う
予

li　
で
、
債
権
者
の
山
明
を
必
要
と
す
る
江
で
司
が
用
紙
の
癌
備
の
都
介
も
あ
り

　
と
晃
に
、
こ
の
蜴
へ
［
は
通
常
の
努
力
そ
れ
よ
り
も
以
山
に
都
浩
長
さ
ん
を
涌

　
に
よ

り
返
伯
で
き
る
よ
う
な
祇
の
は
じ
で
印
込
み
の
受
付
五
し
吉
す
の
で
希

　
含
ま
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
望
者
け
沿
分
苗
慰
し
て
r
L
－
r
J
い
e

か
嵩
り
言
る
た
め
に
必
晋
亘
器
組
合
程
算
三
月
三
ご
H
総

金麗
の
蕎
駕
人
の
品
を
必
袋
を
g
s
て
辻
欺
の
袈
籏
謡
し
も
ら
忽
蓄
．
訟
は
次
の
よ
う
に
し

定

歎

変

更

を

決

議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
済
組

合

総
代

会

ひ

ら
く

　
農
辛
伏
轡
郁
倣
法
（
k
絡
制
度
）
の
応
じ
て
き
め
る
こ
と
！
し
、
反
当
何
t

I乱
が
改
正
さ

れ
、
今
年
か
ら
史
施
さ
川
と
い
う
の
で
な
く
一
石
当
何
干
円
と

I
る
こ
と

に
な
り
、
こ
2
1
に
と
も
か
い
き
め
’
x
？
k
l
と
F
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
に
応
じ
て
被
告
の
あ
つ
た
と
き

　
要
と

す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ま
し
た
。
次
に
恋
更
に
な
つ
だ
お
も
な

四警
傷
の
た
め
ξ
資
言
諜
些
懸
↑
共
讃

で
医
肋
の
診
蹴
欝
を
必
嬰
と
t
s
る
。
一
を
定
め
る
こ
と
に
な
つ
た
こ
と
。

五
号
資
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
今
ま
で
は
田
や
畑
一
筆
毎
の
共
済
命

災
害
に
よ

り
餐
（
畜
舎
鵠
は
含
ま
額
は
反
別
に
よ
つ
て
き
め
ら
れ
ま
し
た

な
い三
欝
が
倒
契
ま
た
は
旦
が
・
今
後
竺
筆
毎
に
巴
の
収
詰

て
き

ま
り
ま
す
。

　

団
脹
S
淋
頭
勘
蘭
×
　
（
川
下
刊

v
D
L
1
Z
S
×
　
0
°
や
ー
禍
薄
型
）
　
‖

准
箪
彫

　
封
血
川
口
）
※
脚
代
筋
淋
臥
臼
）
両
一

刈
団
轡

※
組
合
員
の
加
入
の
例
外
を
認
め
る
こ

と
に
な
つ
た
。

初

め

て

の

町

内
1
周
駅
伝
競
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
t
l
十
三
日
に
開
催

町
休
育
協
会
で
は
1
月
1
，
十
缶
日
理
虫
占

会昴
き
、
小
年
皮
の
行
栴
沮
画
な
“
J
チ
ー
ム
箔
介
団
・
校
区
別
即
位

纏
康
ぽ
露
翻
竃
聾
学
酬
㎜
鋸
澗
竃
校
」

体
協
、
町
占
協
共
催
の
も
と
に
来
る
ニ
　
　
　
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
j

月
一
一
ご
日
（
日
）
に
行
う
乙
と
に
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貝
の
他
、
中
学
生

た
。
　
　
　
　
　
印
込
み
竺
旦
吾
ま
で
町
公
爵

コ
ー
ス
大
根
占
ー
花
の
木
ー
田
代
内
体
協
事
務
局
へ

－
鰭
｜
池
田
1
宿
利
原
ー
神
川
－
大
根

　
今
ま

で
は
、
米
汝
竹
は
牟
流
強
制
加

入
で
し
た
が
、
反
別
の
少
い
騰
家
の
加

入
は
自
由
と
す
る
こ
と
に
な
の
ま
し
た

す
な
わ
ち
、
水
仲
制
合
謝
し
て
一
反
歩
組
織
づ
る
こ
と
S
な
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

表
一
反
歩
以
上
の
耕
作
勝
家
は
今
ま
で

ど
お
り
当
然
加
入
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
る
　
　
　

い
が
、
そ
れ
以
下
の
農
家
は
、
本
人
の
1
つ
た
o

　

　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

印
出
に
ょ

っ
て
加
入
し
な
v
と
も
よ
い
i

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
損
圏
評
価
会
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

霧
機
が
、
部
落
に
あ
る
と
こ
ろ
は
早
急

に
返
納
し

て
下
さ

い
。
点
検
、
修
理
を

し
て
本
年
度
倹
う
ご
と
に
な
る
の
で
早

目
に
お
届
け
下
さ
い
e

◎
規
在
植
付
ら

れ
て
い
る
表
の
共
済
細
一

ア
タ
マ

の

体
操

麟
蕊
灘
撫
へ
縁
嶽
當

一出
し
て
下
き
い
。
　
　
　
　
　
　
　
一
出
1
た
。

曇
を
ま
だ
出
し
て
s
な
s
人
は
・
堕
▽
ヒ
ン
ト
ム

※
共
済
掛
金
に

つ
い
て
一

　
損
害
の
評
価
を
∬
し
く
公
ヰ
に
行
う
二
力
度
の
水
陸
稲
衷
な
ど
湘
年
度
分
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

た
め
設
樹
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
未
納
名
が
あ
り
ま
3
。

に
な

り
、
学
識
綿
験
竺
○
人
U
内
で
組
合
て
は
掛
金
を
納
め
た
曇
を
優

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
的
に
’
I
i
一
年
股
水
陸
稲
、
表
の
共
済

※
特
別
な
場
合
は
市
町
村
役
場
で
共
済
伝
を
宅
払
中
で
す
。

車
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
一
制
度
故
止
を
機
会
に
、
農
林
省
や
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　冨
過
薩
の
欝
は
必
ず
磯
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
小
規
模
な
組
合
や
、
組
合
の
ψ
停
が
i
よ
う
に
厳
鞭
指
示
し
て
い
ま
す
が
、
組

う
苦
く
ゆ
か
な
い
場
合
な
ど
は
、
市
町
合
は
一
応
納
得
の
上
で
と
考
え
、
目
下

村
に
皐

業
を
代
つ
て
行
つ
て
も
ら
い
た
一
徴
牧
を
す
Σ
め
て
い
ま
す
。

一

‖
這
、
．
臣
．
．
…
…
魏
蒔
霞
霞
霞
鴎
桔
巽
霞
鷲
襲
轟
、
。
一
…
…
．
I
U
｝
l
l
l
…
．
、
三
…
t
…
．
…
逗
‥
芸
書
嚢
鑓
竃
蛋
計
舞
曇
襲
能
難
不
と
串
出
．
臼
こ
と
が
y
‘
’
き
る
こ
。
に
な

12月の農作業
L－・農業技術員連絡協議会一

水
稻
早

期
栽
培

3
、
種
子
も
今
月
中
に
選
別
し
て
卓
備

す
る
。

副
聾

麦
の

纂

り
μ
窯
翅
肥
　
下
旬
り
よ
い
穂
を
作
る
た
め
g
幼
柏

四
キ
ロ
（
約
形
成
期
（
穂
の
の
び
る
ご
ろ
）
を
ね
ら

一
貫
位
入
れ一

つ
て
1
1
回
目
の
追
肥
（
穂
肥
）
を
行
い

早
め
に
す
さ

ま

し
よ
う
硫
安
で
反
当
七
キ
ロ
C
約
l
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

お
こ
し
て
お
貫
）
粁
皮
、
尿
素
な
ら
四
キ
ロ
（
約
一

く
o

2
、
モ
ミ
ガ
一
施
肥
の
調
節
を
し
ま
し
よ
う
。

ラ
を
焼
s
て
l

　
　
　
　
　
　
　
茱
和
の
管
理

坪
当
り
’
I

、

本
田
一
反
一
　
中
下
旬
‖
抽
苔
期
（
し
ん
の
の
び
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
茶
園
の
春
肥
　
　
　
　
万

ロ
か
ら
一
一
乎
ロ
、
尿
素
な
ら
M
．
v
六
・
　
よ
い
茶
を
作
る
に
は
i
l
月
下
旬
か
ら
一
を
与
ス
、
カ
ル
シ
ユ
ー
ム
が
不
足
し
な

苫
を
ほ
ど
こ
し
、
追
肥
と
同
時
に
か
三
月
」
旬
に
か
け
て
喬
を
や
る
L
J
と
嚢
う
、
適
当
に
コ
r
r
イ
カ
ル
な
と
を

自
に
書
芝
し
ま
し
よ
う
。
ア
ブ
一
が
蕃
大
肇
乳
　
　
一
ゼ
葛
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

感
巳
、
ル
ー
プ
な
ど
に
か
か

ラ
虫
の
駆
除
に
も
江
智
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
ま
だ
菜
園
に
肥
料
を
や
ら
な
い
人
が
二
養
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
ぬ
よ
う
に
気
を
つ
け
る
。

　
甘
藷
の
管
理

酒

気
や
雨
が
多
い
の
で
甘
藷
つ
ぼ
の

検
査
を
し
ま
し
よ
う
。

　
ワ
ラ
覆
い
、
フ
ク
ゴ
を
充
分
に
’
貯
一

責
）
塩
化
g
w
r
四
吉
・
菖
を
み
て
s
中
の
温
度
は
一
三
度
が
雪
で
旦

三
リ
ツ
ト
ル
　
（
約
七
g
g
）

歩
に
つ
き
’
1
八
o
リ
ツ
ト
ル
（
約
二
こ
ろ
）
を
ね
ら
つ
て
二
回
目
の
追
肥
を

ft’一冬を教えられたり教えたり（ま蓼乎鴇響e2琴）

　
そ
さ
い
園
の
管
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

r
促
成
果
菜
数
の
苗
の
仮
植
や
定
植
［
実
行
す
る
ご
と
、
ま
た
蹄
の
手
入
れ
を
は
高
刈
り
と
し
刈
り
と
つ
た
後
は
必
ず
「

の
k
備
を
急
ぐ

こ

と
。
　
　
　
　
　
　
　
忘
れ
ず
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
苗
尊
す
追
肥
を
し
ま
し
ょ
う
。
　
1

ロ寳
璽
綜
治
パ
鯖
い
纏
狂
鰭
6
2
騨
」

多
い
が
、
今
＃
は
ぜ
ひ
試
み
て
下
さ
い
一

　
肥
料
は
油
粕
と
尿
緊
・
硫
安
を
ヨ
と
一
寒
い
風
の
入
ら
ぬ
よ
う
ム
シ
ロ
な
ど
で

し
・
賢
加
署
少
し
や
る
・
要
、
三
、
四
月
の
騨
卵
響
ひ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

誓
の
籔
　
西
瑠
鵠
醜
確
羅

一

牛

誘
鞠
纂
訓
醗
ぎ
龍
纏
蕪

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

｝中
の
仔
牛
や
分
娩
の
近
い
灯
牛
は
必
ず
カ
、
る
こ
と
が
多
い
。
青
刈
え
ん
ぱ
ぐ

に
申
込
ん
で
下
さ
い
e

　
晶
租
は
ブ
リ
マ
ス
、
ロ
ツ
ク

　
値
段
は
1
　
e
s
l
　
l
o
o
円

第
一
回
は
二
月
二
十
自
C
ろ
の
予
定
で

す
。

⑳
早
期
水
陸
稻
の
標
準
肥
料
設
計

◆

早
期
陸
稻

三
た
。
一※
掛
奪
や
、
賦
課
金
の
徴
収
の
時
期
と

一力瀦強
講る
唾
k
Y
つ
“
J
o

町
報
新
年
号
を
送
ら
れ
、
「
ア
タ
マ

　共
折
串
ず
ぱ
何
と
い
つ
て
も
W
険
で
l
の
体
操
に
を
見
て
以
来
興
味
を
も
つ
て

す
．
恕
は
災
爵
に
納
め
る
の
が
旦
雛
し
て
s
る
昌
に
9
ぐ
に
わ
か

前
で
す

だ
三
窪
の
水
陣
稲
、
三
鷲
鍵
露
霧
で
あ
る

うよ
－

◆A
“
？
－
－
y
‘
－
・
．
v
’
．
“
v

誌
遺
（
ー
七
糟
粛
地
誘
撫
竃
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
　
秘
混
合
り
ん
肥
　
八
キ
ロ

キ
n
　
：
四
〆
田
○
○
）
塩
化
加
田
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
○
キ
ロ

を
裁
肥
と
し
、
硫
安
を
次
の

キ
ロ
（
一
〆
t
s
”
o
o
）
　
n
l
l
l
：
キ
ロ
　
塩
化
加
里
　
　
　
　
八
土
口
　
　
よ
う
に
分
け
て
施
づ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
、
骨
粉
　
　
　
　
　
　
五
オ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
　
コ
　
の
こ
ろ
　
り
　
　
　
　

　
ご
　
ノ
じ
の
が
ハ
ロ
で
　
　
し
た
も

語き
聾
籠
鱗
‥
麟
籠
れ
顯
富
頷
顯
月
雫
禦
ロ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

し
、
害
を
み
て
嬰
四
人
舌
兀
し
、
各
を
迩
L
塁
五
λ
±
　
　
　
　
七
舌

　
（
j
l
l
l
）
〆
を
追
肥
と
し
て
六
月
ロ
と
塩
化
加
學
四
キ
ロ
位
を
六
月
申
旬
第
三
回
〃
ヒ
枚
（
六
月
中
旬
）

中
旬
に
施
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
に
施
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
キ
ロ

枯

旭縫
鵠
舗肺

霊

O
A
さ
ん
の
速
達

宅

宅

宅

◎
組

合
が
a
付
け
v
い
る
霧
機
暖
大
根
占
町
農
業

②

B
君
の
返
事

オ

ク
マ
フ
コ
ェ

悪
貴
の
方
に
は
止
む
を
得
す
強
制
徴

牧
を
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
、
過
年
皮
の
未
納
の
あ
る
方
は
、
こ

の
際
早
目
に
納
め
て
下
さ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
共
済
組
合

しまし駆除を虫いV松

－
－
帳
簿
が
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

ん
か
、
赤
く
枯
れ
た
松
の
木
　
　
＝

は
ほ
と
ん
ど
が
「
松
く
い
虫
　
　
二
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
r
r

」
に
よ
る
被
害
木
で
す
。

　
乙
れ
を
そ
の
ま
S
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
記

お
き

ま
す
と
、
ど
ん
く
被

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

き

害
が
ひ
ろ
が
つ
て
大
事
な
松

の
資
脚
が
な
く
な
り
、
大
へ

染
加
の
よ

う
な
も
の
で
す
か

ら
、
見
つ
け
次
第
、
伐
り
た

お
し
て
皮
を
は
ぎ
、
皮
と
枝

葉
は
虫
の
つ
い
た
よ
、
開
き

捨
て
よ
し
よ
う
。

　
根
桝

も
ー
の
中
ま
で
一
尺

以
ー
掘
り
，
皮
を
は
い
で
焼

き
捨
て
て
下
さ
い
e
松
く
い

二ずと

まに同

　
わ
か
つ
た
人
は
，
ハ
ガ
キ
に
答
を
轡

い
て
、
ご
月
二
五
日
ま
で
に
町
役
場
広

報
係
あ
て
送
つ
て
下
さ
い
o

　
1
1
解
者
に
は
く
じ
で
五
名
様
に
記
念

品
を
差
」
」
げ
ま
す
。

　
◎
役
場
職
員
と
そ
の
家
族
は
応
裏
で

き
ま

せ
ん
o

新入生の御父兄へ
　
数
育
蚕
員
会
で
は
、
今
年
小

学
検
に
入
ア
し
な
け
れ
ぱ
な
ら

　
二
月
二
〇
日
か
ら
三
月
二
〇
H
ま
で

県
F
一
円
に
”
み
兇
り
の
羽
根
募
金
運

な
い
子
供
さ

ん
に
部
落
畏
を
通
｝
動
”
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

I

じ
て
「
就
学
通
知
書
」
を
発
迭

し
ま
し
た
。

　
学
令
に
遼
し
た
も
の
で
通
知

の
な
か
つ
た
も
の
、
ま
た
は
病

　　
　
　　　　
　
　　　
で
簿

ん
・

冒
蓼
・
に
窟

な

り
ま
す
。
松
く
い
虫
は
伝
誰
農

　
　
　
　

め
V
ら

め

ん

ど

く

さ

が

ら

　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
つ
　
て

こ
、
　
I
月
は
農
家
は
一
年
で

一
番
暇
の
あ
る
時
期
で
’
ま

た
農
瞬
物
の
手
持
も
一
番
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

じ

　
こ
の
還
動
は
、
昭
和
二
六
年
か
ら
始

め
ら

れ
て
毎
年
よ
い
成
績
を
あ
げ
て
き

ま
し
た
。

　
今
年
は
募
金
目
標
は
一
千
万
円
を
計

弱
な
ど
の
た
め
就
学
猶
予
を
申
画
し
て
お
り
、
そ
れ
に
四
月
に
は
天
畠

詰
し
た
い
人
は
早
目
に
教
育
委

員
会
に
串
出
て
下
さ
い
e

　
就
学
猶
予
の
申
請
に
は
印
か
ん
と
医

師
の
診
断
書
が
必
要
ご
あ
り
ま
す
。

　
π
お
、
最
近
は
ち
よ
つ
と
し
た
理
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

で
就
学
猶
予
を
串
請
さ
れ
る
人
が
多
く
｛

な
る
傾
向
が
あ
・
ま
す
が
、
霧
豊

の
ス
タ
ー
ト
を
し
ぶ
つ
た
り
し
な
い
で

な
る
へ
く
定
ま
つ
た
学
令
で
入
学
さ
れ

る
よ

う
藁
k
す
・
　
　
一

　
　
　
　
　
　　
（
教
育
委
員
会
）
　
一

皇
后
両
陛
ド
が
植
樹
行
事
の
た
め
に
鹿

一児
島
に
も
お
立
寄
り
に
な
り
ま
す
の
で

記
帳
を
は
じ
め
る
の
に
最
も

都
合
の
よ
い
時
期
と
さ
れ
て

緑の羽根募金蓮動

一
段
と

意
義
深
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
墓
金
で
集
め
ら
れ
た
資

金
は
殆
ん
ど
が
公
共
の
た
め
の

緑
化
に
用
い
ら
れ
ま
ヲ
。
荒
れ

た
国
ナ
を
み
ど
り
で
つ
つ
む
た

め
に
　
…

　
今
年
も
“
み
芝
り
の
羽
根
募

金
遮
動
”
に
協
力
し
ま
し
よ

う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

　
　
　
　
　
　

し
よ
　
う
ー
一

長
く
て
1
1
十
分
も
あ
れ
ば
結
構
で
h
，
　
O
　
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

1

で
は
、
な
ぜ
河
記
の
記
眼
が
必
要
か
と
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
云
う
こ
と
を
考
え
て
み
ま
す
と
、
御
丞

い
時
で
す
の遥
霧
翌
知
の
。
お
り
、
突
や
墨
家
は
み
旦

お
り
ま
つ
。

今
ま
で
も
押
記
の
記
帳
は
た
び
く
す

S
め
ら
g
て
い
ま
す
が
な
か
な
か
実
行

さ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
「
め
ん
ど
う
v

さ
い
」
」
そ
ん
な
ひ
よ
は
な
い
」
と
か

い

ろく
理
由
は
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、

自

分
で
や
ろ
う
と

思
牙

ば
必
ず

な
さ
れ
て
ゐ
る

か
ど
う

か
を
知
る
た
め

な
簿
記
を

つ
O
て
い
て
、
自
分
の
仕
坐

の
と
こ
に
欠
0
た
点
が
あ
る
か
を
知
ろ
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

う
と
し
て
い
ま
づ
、
こ
の
た
め
に
商
人
一

や
事
業
家
は
非
常
に
能
率
的
に
な
り
ま

す
。
農
家
で
も
同
じ
で
す
。
作
物
の
植
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

付
た
日
や
肥
料
を
い
つ
ど
れ
だ
け
施
し
一

汗
か
を
知
り
自
分
の
家
で
は
食
糧
N
が
　

い
v
ら
に
な
り
果
し
て
引
合
う
農
業
が
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

虫
の
屡
要
し
た
費
用
は
O
竃
誘
騨
’
仁
竃
醒
籠
竃
概
竃
麟
苧

補
償
金
が
灸
付
さ
れ
ま

す
か

と
な
れ
ぱ
決
し
て
め
ん
ど
う
く
さ
く
な
　
企
に
し
ま
し
て
喝
農
家
簿
記
を
記
順
し

ら
、
森
林
組
合
ゾ
申
出
て
、
一
く
な
り
よ
す
r
ひ
ま
が
な
い
」
と
云
え
な
い
農
家
に
は
貸
付
の
ら
Q
な
い
し
、

そ
の
さ

し
ず
を
受
け
る
よ
う
一
ば
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
一
H
の
合
貸
付
後
も
引
続
い
て
記
帳
し
な
い
農
家

に
し
ま
し
よ
う
。
　
　
　
　
一
賄
の
出
納
や
作
業
日
▲
を
害
く
の
に
は
一
は
す
ぐ
繰
⊥
償
還
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
θ

農地問答
農業委員会

問

農
地
改
革
で
賢
収

　
さ
れ
る
と
信
じ
て
期

　待
し
て
い
た
小
作
地
’
　
1

が
ま
だ
解
放
さ
れ
ま

せ
ん
。
よ
く
調
べ
て

み
ま

」
と
地
ナ
は
本

町
に
は
い
な
い
の
で

　
す
が
、
損
収
は
で
き
な
い
の
g
し
よ
答

う
か
。

答
　
騰
地
改
革
前
か
ら
小
作
契
約
が
あ
一

　る
と
思
い
ま
す
。
小
作
料
は
き
ち
ん
一

　こ
ん
な

揚
合
は
饅
業
委
員
会
に
来
て
［

憲
嘗
改
卑
為
め
に
司
必
些

な
農
家
乃
記
を
’
ぜ
ひ
つ
け
て
み
ま
し
．

よ

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
希
望
の
力
は
農
菜
委
員
会
事
務
局
か
一

改
良
普
及
員
穎
絡
下
さ
れ
ば
簿
記
の

と

納
め
て
い
ら

れ
る
と

思
い
ま

す
o

樋舗曉
し
必
袈
曄
談
に

　
台
帳
を
調
べ
て
あ
げ
ま
す
。
も
し
特

　
別
な
理
由
で
買
収
が
行
わ
れ
て
い
な

　
い
の
で
し
た
ら
そ
の
理
由
が
何
で
あ

　
り
、
そ
の
こ
と
が
農
地
法
の
ど
こ
に

密
い
て
あ
る
か
を
確
め
る
ご
と
で
す

問

新
た
に
農
地
を
借
り
る
場
合
の
小

　
作
料
は
ど
う
き
め
る
の
で
す
か
。

　
　
農
地
を
☆
し
借
り
す
る
場
合
に
は

　
農
喋
委
員
会
に
鱈
而
で
串
請
し
て
、

　
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

　
せ
ん
。
現
在
の
最
高
小
作
料
額
は
、

　
田
畑
共
一
級
か
ら
十
7
1
級
ま
で
定
め

　
て
あ
り
ま
す
。
田
の
場
合
は
一
級
地

　
を
一
、
四
一
〇
円
、
畑
の
場
合
は
八

　
六
一
円
で
、
そ
の
土
地
を
調
査
し
て

　
統
制
小
作
料
額
を
算
出
し
ま
す
。
あ

　
な
た
の
揚
合
で
す
と

調
査
し
て
あ
る

　
か
な
い
か
し
ら
べ
て
み
な
い
と
わ
か

　
り
ま
せ
ん
が
、
騰
業
委
員
会
に
お
い

　
で
下
さ
い
。


